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1．は じめ に

1 ． 1 ，研究の 目的

　本研 究 の 目的は、地 方都市に位置 した夜 間定

時制高校 を事例 と し て 、1950 年代に お け る 定

時制 高校 の 生徒文化 、と りわけ、教養主義 （草

の 根教養主義）の 変容を 明らかにす る こ とで あ

る。従来 の 教養主義研究 の 対象は エ リ
ー

ト学生

が 中心 で あ っ た が、こ うした研 究 に よ り、当時

の 青年層 の 多数派 で あ っ た 中下層 の 人 々 の 教

養 主義 （草の 根教養 主義）に関す る新た な知見

を得 る こ とが で きる と考え る 。

1 ． 2 ．分析 の 枠組み と方法

　藤田 （1993） と久 冨 （1996）の 学校文化 に

関す る図式 ・枠組み を参考 に し、図 1 の よ うに

定時制高校にお け る生徒文 化 を分析す るた め

の 枠組み を設定する。また、生徒 の意識、読書

率 、 読書傾 向 、 所属 クラ ブ活 動 の 傾向 、 学校行

事の 動向を具体的な分析項 目とす る 。

　 　 　 図 1定 時制 高 校 の 生 徒文 化の 分析 枠組み

　分析 の 方法 に関 しては 、各種 の 文 書 ・資料等

に 基 づ い た歴 史 的 な実証研 究の 手法を用い る 。

具体的には、生徒 の 実態調査 ・読書調 査な どの

統 計 資料 を用 い て 、生 徒の 社会 的属性や 読書傾

向な どを数量的に把握す る と ともに、公 文 書、

学校新聞、生 徒会誌、生活記録 など の 質的資料

を用 い て 質的な分析 を加 える 。

1 ． 3 ．分析 の 対象

　先行研究 にお い て 、定時制高校 は地域の 社会

的 コ ン テ ク ス トに よ っ て様相や機能が異な る

ため、  都市型、  地方都市型、  農村型 とい

う三類型 に分類 されて い る （片岡，1993）。 本

研究で は、千葉市に位置 し た千葉県立千葉 高等

学校 定時 制課程 （千葉高定時制）を地 方都市型

定時制高校 の 事例 と し て 、分析 の 対象 とす る。

千葉 高定 時 制 は 旧制夜 間中学を 前身 と し 、

1948 年に新制高校 （夜 間 ・普通科 ・四年制 ・

全 日制 と併置） と して 発 足 した 。

2 ．考察

　 1950 年代前半に は、勤労青少年 が通 う定時

制高校 にお い て も 、 戦後 民主 主義や戦後教育の

理 念 を後 ろ盾 に して 、生徒文化の 中に教養主義

の 傾 向が強か っ た。ただ し、そ こ に は大衆文化

や修養主義が混在 して お り、中間的 な文化で あ

っ た と考 え られ る。例 え ば、生徒 の 読書調査

（1951 年）に よれ ば 、生 徒 の 読書率は 、「よ く

読ん で い る 」 18％ 、「読ん で い る 」 74 ％、「読

ん で い な い 」 8％で 、何 らか の 形で 読書を して

い る生徒 が 92％ と、ほ とん どの 生徒が読書を

して い る 。 読書傾 向に 関 して は、印象に残 っ た

本 と し て 、『宮本武蔵』、『女 の
．一
生 』、『風 と共

に去 りぬ 』、『狭 き門』、『嵐が丘 』、『春 の あら し』、

『若 きヴ ェ ル テ ル の なやみ』、『ああ無情』等が

あが っ て い る 。 大衆文化 の 象徴とも い える吉川

英治 『宮本武蔵』が 、印象に残 っ た本 とし て 挙

げられ て い る
一方で、ゲー

テ 『若 き ヴェ ル テ ル

の なやみ』やジ イ ド 『狭き門』、ヘ
ッ セ 『春の

あらし』、モ
ーパ ッ サ ン 『女 の

一生』、エ ミリ
ー ・

ブ ロ ン デ 『嵐が丘 』、ユ
ー ゴ ー

『あ あ無情』 と

い っ た 準教養主義 的な作晶 が多 く含 まれ て お
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り、準教養主義的な作品の 中に 大衆文化 的な 作

品 が 混 在 して い る 。

　生徒 の所属 した クラブ に関 して も、教養主 義

に親和 的な文 芸部 、 新聞部、弁論 部に所属 し て

い る生 徒が 、 運動部 に所属 して い る生 徒 よ りも

多く （1950 年）、特に弁論部に 関 し て は 、1950

年代後半 と比 較す る と、部員数 が非常に多く、

学校内外で弁論大会が行 われ、活発 に活動 して

い た。また 、図書館 の 利用者数も 1955 年ま で

は上昇す る傾 向に あっ た。

　 こ うし た生 徒文化が形成 された要因 と して 、

1 ）教員文化の 影響、 2 ）生徒の 社会的属性、

3 ）都市型 定時制高校に比 べ て 低い 大学進学率

があげ られ る 。 第
一

に、教員文化 に 関して 、教

員 の 学歴 、読書遍 歴 、意識 を分析 し た と こ ろ、

帝国 大学や 旧制高校の 出身者は 多 くは ない が、

学生 時代に典型的 な教養書や人文 ・社会科学書

な どを読み 、教養主義を強 く内面化 して い る教

員 がお り、こ うした教員 が生徒文化に影響を与

えて い た と考えられ る 。 また 、 新制定時制高校

発足か ら間 もない 頃には 、教員が教授 内容を比

較的 自由 に設定す る こ とが で き る制 度文 化が

存在 し、社会科 の あ る教員は古本屋 で 憲法や マ

ル ク ス 主義関係 の 文献 を買い 求め、それ を題材

に し て 授業を行 っ て い た とい う。

　第二 に、定時制高校生は 、勤労青少年 として 、

職業社会で 働 い て お り、戦後 の 現実社会 を経験

する 中で、社会に対す る批判的な認識が生まれ、

その 結果、能動的に人格 の 完成や社会改良の 為

に教養 を求めよ うとする志向が み られた。第三

に、こ の 時期の 地 方都市型定時制高校 の 場合 、

大多数の 生徒たちに とっ て 、高校教育が学校教

育の タ
ー

ミ ナ ル （終着点）に なっ て お り、学校

文 化 に進 学や受験の 圧力 が弱 い 傾向が あ っ た

ため で あ ると考 え られ る。

　 1955 年頃まで は、教養主義が健在で あ っ た

が、1950 年 代後半に は、次第に後退 し て い く

きざ し がみ られ た。例 えば、ク ラ ブに 関 し て も、

教養主義に親和 的なク ラブの部員数が減少 し、

弁論大会が不活発化 し、1958 年には校内弁論

大会が生活 体験発 表大会に な っ て い る。また、

図書館の 利用者数 も低下傾向 に あ っ た 。

　 こ の 背景 と して、 1 ）生徒の 属性 （世代）の

変化、2 ）選抜度の 低下に よる生徒の 性 質 の 変

化 、
3 ）高校進学率 の 上昇に よ る高卒資格 重視

の 風潮、4 ）高度経済成長の 開始に よる時代状

況 の 変化 が あ っ た と考 え られ る。

3 ．ま とめ

　1950 年代前半には 、勤労青少年が通 う定時

制高校 にお い て も、戦後民主 主義や戦後教育 の

理念 を後 ろ盾 に して 、 生徒文 化 の 中に教養主義

の 傾 向が 強か っ た こ とが確認で きた。た だ し、

そ こ には 、大 衆文化や修養主 義の 要素が 混在 し

て お り、中間的な文化で あ っ た と考え られ る。

また 、定時制高校生 は 、勤労青少年で もあ っ た

ため、現実の 労働経験 と社会批判 ・社会改良の

意識や 自己 の 教養 を高 め る こ とが結び つ け ら

れて お り、こ こ に は大学生 の よ うな読書の み に

よ る 自己形成 とは異な っ た 自己形成 の 形が存

在 した。 1955 年頃 まで は 、生徒文化の 中に、

教養主義が健 在で あ っ たが 、そ の 後 、次第に後

退 して い くきざしがみ られた。

　1950 年代にお い て 、教養主義 の 本丸 は エ リ

ー ト大学 （と りわけその 中で も文学部）で あ っ

たが （竹 内，2003）、地 方都市 の 定時制高校で

は、中下層に 属する生徒た ちが教養主義の 影響

を受け つ つ 、生 徒文 化 の 中に草の 根教養主義を

生み 出 し て い た 。こ の 時期の 地方都市型 定時制

高校は 、 教養主義の 普及 ・変換装置で ある と同

時に、草の 根教養主 義の 生成装置で あ っ た と考

え られ る 。
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